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2028 年 4 月、環境学部を２学科に再編。 

「環境」を学びたい。 

その気持ちを、自分の専門と未来へ。 
 
 「環境を学びたい」という関心は、ひとつの学びに収まるものではありません。社会や暮らしの

仕組み、技術、制度から環境問題の解決につながる学びもあれば、自然環境そのものを理解する学

びもあります。 

 環境学は、人と社会環境・自然環境とのつながりを理解し、人類の持続性に貢献する幅広い学問

です。 

 本学では、環境学部を社会・技術・制度などの観点から環境問題を学ぶ「環境学科」と、生物・

生態系・保全などの観点から自然環境を学ぶ「保全生物学科」の 2 学科へ再編します。 

 それぞれの関心を専門的な学びへと深め、学びの先にある将来へつなげることができます。 
 
環境学部 環境学科  募集人員 100 名 
 環境学科では、脱炭素社会と資源循環型社会、そして持続可能な地域社会の実現に向け、資源の

リサイクル、エネルギー、廃棄物処理などの技術や政策を学びます。また、環境問題を社会的、経

済的な側面から捉え、持続可能な地域づくりについて学びます。 

 これらを通じて、社会経済の発展と環境保全を両立し、地域における持続可能な社会づくりに向

けた仕組みを提案できる専門性と実践力を持った人材を育成します。 
 

学びのポイント 
 環境保全のための技術や社会政策を学ぶ 

資源リサイクル、エネルギー、水質保全などについて学び、環境を支える技術と仕組みを理解しま

す。 
 地域や社会の中で実践的に学ぶ 

地域における具体的な課題を題材に、その解決に向けた調査や分析を通じて、社会制度・政策・経

済など多面的に考える力を身につけます。 
 二つの領域で幅広い専門性を深める 

サステイナビリティ領域と地域デザイン領域で、それぞれの関心に応じて専門的に学び、実習・演

習を通じて環境課題を実践的に考える力を身につけます。 
 持続可能な社会づくりを考える力を育てる 

課題を知るだけでなく、技術と社会の両面から、地域や社会に合った仕組みや解決策を考え、提案

する力を身につけます。 
環境に関する知識を得るだけでなく、具体的な解決のための技術と社会制度のあり方を考えること

ができ、地域や暮らしに合った仕組みや解決策を提案する力を身につけます。 
 

想定する進路 
 環境技術・資源循環 

資源リサイクル、水処理、再生可能エネルギー、廃棄物処理など、環境を保全し持続可能な社会を

実現する技術や仕組みに関わる仕事。 
 環境調査・コンサルティング 

開発事業が環境に与える影響や自治体の環境政策に対して調査・分析し、環境に配慮した計画や改

善策を提案し、持続可能な企業活動や地域づくりに貢献する仕事。 
 地域政策・まちづくり 

環境政策、地域開発計画、まちづくり、地域資源の活用など、持続可能な地域や暮らしの仕組みを

企画し、実現していく仕事。 
 理科教員 ※文部科学省による審査の結果、予定している教職課程の開設時期等が変更となる可能性があります。 

中学校・高等学校の理科教員として環境や科学の学びを伝える仕事。 
 大学院進学 

大学院でより専門的な知識と研究を深める進路。 
  



 

環境学部 保全生物学科 募集人員 70 名 
 保全生物学科では、自然共生社会の実現に向け、生態系の仕組みと人間とのつながりを理解し、

専門知識の修得に加え、フィールドワークによる観察・調査・分析を通じて、地域社会における自

然環境の保全と、生物多様性及び野生生物の保護、管理について学びます。 

 これらを通じて、生物多様性の継続・向上を目指し、また、豊かな生物多様性が地域の発展につ

ながる方策を提案・実践できる人材を育成します。 
 

学びのポイント 
 生物多様性と自然共生社会について学ぶ 

生物や生態系について学び、自然と人間社会とのつながりを理解します。 
 地域の自然の中で実践的に学ぶ 

地域の自然をフィールドにした授業に重点をおき、体験を通じた専門的な知識を身につけます。 
 調査や研究を通じて専門性を深める 

生物や生態系に関する実習・演習を通じて、観察・調査・分析の方法を学び、保全や管理について

実践的に考える力を身につけます。 
 生態系を保全し、未来に生かす力を育てる 

自然を保全するだけでなく、適正な管理や持続可能な活用まで考え、地域や社会の未来につなげて

いく力を身につけます。 
 

想定する進路 
 環境調査・コンサルティング 

開発事業が自然環境に与える影響や自治体の環境政策に対して調査・分析し、環境に配慮した計画

や改善策を提案し、持続可能な企業活動や地域づくりに貢献する仕事。 
 生態系や生物資源の保全・管理・活用 

野生生物、森林、河川、海、里山などを対象に、生態系の保全や自然資源の適正な管理・活用に取

り組む仕事。 
 生物資源の活用 

農業、林業、水産業などの資源生産から、食品、肥料などの開発、観光産業などの生物資源を活用

する仕事。 
 理科教員 ※文部科学省による審査の結果、予定している教職課程の開設時期等が変更となる可能性があります。 

中学校・高等学校の理科教員として環境や科学の学びを伝える仕事。 
 大学院進学 

大学院でより専門的な知識と研究を深める進路。 
 

2028 年度入試概要 

１．入試区分および募集人員 

入試区分 環境学部 経営学部 
環境学科 保全生物学科 経営学科 

一般選抜 
前期

日程 
Ａ方式 ４０ ２８ ４８ 
Ｂ方式 ６ ５ １２ 

後期日程 ３ ２ ５ 

学校推薦型選抜 

Ⅰ型 
（地域枠） 

※１ 

３０ 
（１０） 

２０ 
（７） 

４０ 
（１４） 

Ⅱ型 ※２ ６ ５ ８ 
総合型選抜 １５ １０ １７ 

社会人特別選抜 若干名 若干名 若干名 
私費外国人留学生選抜 若干名 若干名 若干名 

３年次編入学 若干名 若干名 若干名 
合 計 １００ ７０ １３０ 

※１：学校推薦型選抜（Ⅰ型）は、募集人員に地域枠（人数は（ ）内参照）を含みます。 
※２：学校推薦型選抜（Ⅱ型）は、鳥取県内の高校出身者に限ります。 
 

  



 
２．一般選抜科目 

＜環境学部（環境学科・保全生物学科共通）＞    

●前期日程Ａ方式    

  入試教科・科目 配点 

共通テスト 

(5 教科 6 科目) 

○国語 200 

800 

1000 

☆地歴・公民（「地総,地探」、「歴総,日探」、 

              「歴総,世探」、「公共,倫理」、 

              「公共,政・経」、「地総/歴総/公共」） 
100 

☆情報（「情報Ⅰ」） 

○数学（「数Ⅰ,数Ａ」、「数Ⅱ,数Ｂ,数Ｃ」） 200 

○理科（「物基/化基/生基/地基」、「物」、「化」、「生」、「地」 

    から１科目） 
100 

○外国語（「英」、「独」、「仏」、「中」、「韓」から１科目） 200 

教科・科目に係る

個別テスト等 

☆数学（数Ⅰ・Ⅱ・Ａ・Ｂ・Ｃ（ベクトル）） 

200 200 ☆生物（生基・生） 

☆化学（化基・化） 

     

●前期日程Ｂ方式    
 入試教科・科目 配点 

共通テスト 

(3 教科 3 科目) 

○国語 200 

500 

650 

☆数学（「数Ⅰ,数Ａ」、「数Ⅱ,数Ｂ,数Ｃ」） 

100 ☆理科（「物基/化基/生基/地基」、「物」、「化」、 

       「生」、「地」） 

○外国語（「英」、「独」、「仏」、「中」、「韓」から１科目） 200 

教科・科目に係る

個別テスト等 

☆数学（数Ⅰ・Ⅱ・Ａ・Ｂ・Ｃ（ベクトル）） 

150 150 

☆生物（生基・生） 

☆化学（化基・化） 

☆英語（英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ・Ⅲ、 

        論理・表現Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ） 

     

●後期日程     
 入試教科・科目 配点 

共通テスト 

(3 教科 4 科目) 

○数学（「数Ⅰ,数Ａ」、「数Ⅱ,数Ｂ,数Ｃ」） 200 

500 

600 

○理科（「物基/化基/生基/地基」、「物」、「化」、「生」、「地」 

    から１科目） 
100 

○外国語（「英」、「独」、「仏」、「中」、「韓」から１科目） 200 

教科・科目に係る

個別テスト等 
○小論文 100 100 

 

  

から１ 

から１ 

から１ 

から１ 



 
＜経営学部＞    

●前期日程Ａ方式    
 入試教科・科目 配点 

共通テスト 

(４教科５科目 

又は 

５教科５科目) 

○国語 200 

700 

900 

☆地歴・公民（「地総,地探」、「歴総,日探」、 

       「歴総,世探」、「公共,倫理」、 

              「公共,政・経」、「地総/歴総/公共」 

100 

×2 

☆情報（「情報Ⅰ」） 

○数学（「数Ⅰ,数Ａ」、「数Ⅱ,数Ｂ,数Ｃ」から１科目） 100 

○外国語（「英」、「独」、「仏」、「中」、「韓」から１科目） 200 

教科・科目に係る

個別テスト等 

☆数学（数Ⅰ・Ⅱ・Ａ・Ｂ・Ｃ（ベクトル）） 

200 200 ☆英語（英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ・Ⅲ、 

     論理・表現Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ） 

     

●前期日程Ｂ方式    
 入試教科・科目 配点 

共通テスト 

(３教科３科目) 

○国語 200 

500 

650 

☆地歴・公民（「地総,地探」、「歴総,日探」、 

       「歴総,世探」、「公共,倫理」、 

              「公共,政・経」、「地総/歴総/公共」 100 

☆情報（「情報Ⅰ」） 

☆数学（「数Ⅰ,数Ａ」、「数Ⅱ,数Ｂ,数Ｃ」」） 

○外国語（「英」、「独」、「仏」、「中」、「韓」から１科目） 200 

教科・科目に係る

個別テスト等 

☆数学（数Ⅰ・Ⅱ・Ａ・Ｂ・Ｃ（ベクトル）） 

150 150 ☆英語（英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ・Ⅲ、 

    論理・表現Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ） 

     

●後期日程    
 入試教科・科目 配点 

共通テスト 

(2 教科 3科目 

 又は 

3 教科 3 科目) 

☆地歴・公民（「地総,地探」、「歴総,日探」、 

       「歴総,世探」、「公共,倫理」、 

              「公共,政・経」、「地総/歴総/公共」 100

×2 400 

500 
☆情報（「情報Ⅰ」） 

☆数学（「数Ⅰ,数Ａ」、「数Ⅱ,数Ｂ,数Ｃ」） 

○外国語（「英」、「独」、「仏」、「中」、「韓」から１科目） 200 

教科・科目に係る

個別テスト等 
○小論文 100 100 

     
※本内容は、構想中のため、変更となる可能性があります。変更等が生じた場合は随時ホームペー 

 ジで公表します。 
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